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特集　みんなねっと埼玉大会



新年のごあいさつ

理事長
岡田久実子

　新年あけましておめでとうございます。

　世界中を脅かした新型コロナとの戦いは、ようやく一定の終着を迎
えましたが、ロシアのウクライナ侵攻の解決の見通しもつかないまま
に、パレスチナのガザ地区で紛争が始まり、多くの命が犠牲となって
います。ある新聞には「戦争で障害者 10 倍」という文字がありまし
た。ロシアによる侵攻長期化で、戦闘による障害を負った民間人や兵
士がウクライナ国内で急増し支援提供が追いついていない……という
状況を伝えるニュースでした。記事内容からは主に身体に障害を負っ
た人たちのことと読み取れましたが、時間の経過と共に、精神に障害
を負う人たちも必ず増えてくるはずです。世界では能力の高い人たち
が、それぞれの国民の命に責任をもって政治を行っているはずですが、
戦争という愚かな行為が繰り返されるのは本当に悲しく悔しいことで
す。
　日本には戦争こそありませんが、精神科病院での虐待が後を絶ちま
せんし、芸能界での性虐待、パワーハラスメントが大きな社会問題に
なっています。これらは、一見、無関係なことようですが、「人権軽視」
「人権侵害」という共通した出来事ではないでしょうか。特定の人た
ちへの偏見・差別発言を繰り返す国会議員は、批判を受けながらも議
員を続けています。このままでよいのでしょうか。人の命を守るため、
人の尊厳を守るため、みんなねっと提言では「人権擁護のための強力
な制度と公的機関の整備」を求めると提示しています。障害のあるな
しにかかわらず、誰もが安心して暮らせるために進んでいきたいと思
います。
　いつも通る道には、今年も山茶花があふれるように咲いています。
　皆さまにとって、幸多き一年になりますように。
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14	 多事彩々　　鉛筆さんと学ぶ日々　　野村忠良
16	 みんなねっと相談室から｟第57回｠

幻聴との闘い

18	 子ども・きょうだい・配偶者 家族いろいろ（その45）

地域で生きる
20	 リレー連載「リカバリーをめぐって、対話のように」㊵

社会を変える専門職との出会い旅　（対話）小沼聖治・内野真由美

24	 知りたい！聴きたい！こんなとりくみ（第34回）

人工知能の未来を育てるデータづくり

28 精神科薬剤師に聞く！　クスリの疑問　第７回
32	 フレー！フレー！これからの家族会　第９回　沖縄市精神療養者家族会「おあしすコール」（沖縄県）
34	 マンガ　自分を知りたい！～病との付き合い方～　第四回　著：くう　

作画：カワラハジメ
36　　お知らせしますみんなねっとの活動　

〈表紙絵〉今恵美子（青森県）

〈メッセージ〉�この作品は再生の物語です。廃棄されたものにも
命があるというメッセージを込めました。
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家
族
を
ケ
ア
し
て
い
る
人
へ
の
支

援
の
必
要
性
と
社
会
の
動
き
に
つ
い

て
の
堀
越
先
生
の
講
演
の
要
旨
を
、

コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
て
お
伝
え
し

ま
す
。

「
ケ
ア
ラ
ー
」と
は
ど
の
よ
う
な
人
か

　

国
の
定
義
は
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
こ
ろ
や
か
ら
だ
に
不
調
の
あ
る
人

へ
の「
介
護
」「
看
病
」「
療
育
」「
世
話
」

「
気
づ
か
い
」
な
ど
、ケ
ア
の
必
要
な

家
族
や
近
親
者
・
友
人
・
知
人
な
ど
を

無
償
で
ケ
ア
す
る
人
た
ち
の
こ
と
で

す
。ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
は
、ケ
ア
ラ
ー

の
中
の
18
歳
未
満
の
人
の
こ
と
で
す
。

ケ
ア
を
必
要
と
す
る
人
は�

増
加
し
て
い
る

　

日
本
の
65
歳
以
上
の
人
口
は
２
０

２
２
年
で
は
３
６
２
７
万
人
（
高
齢

化
率
約
29
％
）。
２
０
４
０
年
に
は
、

３
９
０
０
万
人（
高
齢
化
率
約
35
％
）

に
な
る
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
平

均
寿
命
は
２
０
２
２
年
で
は
女
性
約

87
歳
、
男
性
は
約
81
歳
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

認
知
症
の
人
は
、
２
０
２
５
年
に

は
65
歳
以
上
で
５
人
に
１
人
と
推
計

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

障
害
者
は
増
加
し
、
人
口
の
７
・

６
％
で
す
。
精
神
疾
患
外
来
患
者
数

は
２
０
０
２
年
か
ら
２
０
１
７
年
ま

で
の
15
年
間
で
１
・
７
倍
に
増
え
て

い
ま
す
。

　

１
世
帯
の
人
数
は
２
０
２
０
年
に

２
・
２
人
余
に
減
り
、
共
働
き
世
帯

が
１
２
４
０
世
帯
で
増
え
て
い
ま

す
。

特
集
　
み
ん
な
ね
っ
と
埼
玉
大
会

ケ
ア�
ラ
ー
支
援
を
す
す
め
る
社
会
に�

～
法
制
化
・
条
例
化
・
施
策
化
・
地
域
づ
く
り
～

日
本
ケ
ア
ラ
ー
連
盟
代
表
理
事
　
堀
越
栄
子
氏

基
調
講
演
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みんなねっと
相談室から

《第 57回》

◆
相
談
内
容

　
「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
脳
を
乗
っ
取

ら
れ
て
い
ま
す
」「
自
分
の
考
え
が

奪
わ
れ
、休
め
な
い
で
つ
ら
い
で
す
」

「
自
分
は
統
合
失
調
症
で
は
な
い
の

に
、
主
治
医
が
統
合
失
調
症
の
薬
を

出
し
て
い
る
か
ら
、
脳
が
あ
や
つ
ら

れ
て
、自
転
車
に
も
乗
れ
な
い
」「
近

所
の
男
が
見
張
っ
て
電
波
で
操
ろ
う

と
し
て
い
る
。
留
守
に
す
る
と
不
法

侵
入
し
て
悪
さ
を
す
る
の
で
外
出
が

で
き
な
い
」「
警
察
も
政
治
家
も
福

祉
課
も
動
い
て
く
れ
な
い
。
同
居
し

て
い
る
彼
も
被
害
を
受
け
て
い
る
の

に
被
害
届
を
出
さ
な
い
」「
誹
謗
中

傷
さ
れ
て
だ
れ
も
信
用
が
で
き
な

い
」「
主
治
医
は
幻
聴
が
な
く
な
る

薬
だ
と
言
っ
て
い
る
が
よ
く
な
ら
な

い
。
薬
は
病
院
や
国
が
も
う
か
る
仕

組
み
に
な
っ
て
い
る
」
女
性
の
つ
ら

い
体
験
は
場
所
も
時
間
も
問
わ
ず
尽

き
る
こ
と
が
な
い
そ
う
で
す
。
複
数

回
の
お
電
話
で
し
た
。

　

女
性
の
幻
聴
や
被
害
妄
想
を
否
定

せ
ず
、
つ
ら
さ
や
怒
り
や
体
調
を
お

聴
き
し
ま
し
た
。
幻
聴
や
被
害
妄
想

に
真
剣
に
向
き
あ
っ
て
い
る
真
面
目

さ
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

◆
前
回
ま
で
話
し
合
っ
た
こ
と

　
「
声
が
聞
こ
え
る
の
は
本
当
な
ん

で
す
」
と
念
を
押
し
な
が
ら
、「
声

は
耳
か
ら
で
は
な
く
、
脳
に
直
接
聞

こ
え
る
」と
矛
盾
も
あ
り
ま
す
。「
自

分
は
統
合
失
調
症
で
は
な
い
」
と
信

じ
た
い
気
持
ち
を
尊
重
し
な
が
ら
の

幻聴との闘い
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